
 
 
 
 
 
 
 
１ 右図の方眼紙は１目盛りが１㎝の方眼紙で， 

面積が５㎝２と１０㎝２である２つの 
正方形がかかれています。 
図も参考にして，下線部に数字や式をいれて 
いきましょう。 
 
 
 

（１）① 面積が５㎝２である正方形の一辺の長さは     ㎝と表せます。 
 
   ② 面積が１０㎝２である正方形の一辺の長さは     ㎝と表せます。 
 

（２） のついた数の計算をしてみましょう。 

① =× 55              ( ) =
2

5       

② =× 1010             ( ) =
2

10       

 
（３）次の図は，面積が５㎝２の正方形をグラフ用紙にかいています。（１目盛りを１㎝としています） 

   コンパスを使って，x 軸上にＯＡの長さが 5 ㎝となる点Ａをとりなさい。（ヒント：２点とれます） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（４） のついた数の大きさについて調べてみましょう。 

  ① 5 ，２，３の大きさの関係を，不等号を使って表すと            

  ② 10 ，３，４の大きさの関係を，不等号を使って表すと            
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〔Point〕面積が決まった正方形の１辺の長さは，√を使って表すことができます。 

①（√の計算のルール） 
√がついた数は２乗すれば√が外れます。 
②（√がついた数の大きさと長さ） 

√がついた数は小数で表せば無限に続く数ですが，図に書いて見ることができます。 
③ （√がついた数の大きさの関係） 

a と b が正の数のとき  a ＜ b ⇒ ba <   

    x と y が正の数のとき   yx <  ⇒ yx <  

 
１の解答 

（１）① 面積が５㎝２である正方形の一辺の長さは 5 ㎝と表せます。 

   ② 面積が１０㎝２である正方形の一辺の長さは 10 ㎝と表せます。 

 

（２）① =× 55  ５            ( ) =
2

5  ５     

② =× 1010  10           ( ) =
2

10  10     

 
（３）O にコンパスの針をおいてかきましょう。 
 
                  左図のように 
                  正方形の一辺を 
                  半径とします。 
 

（４） ① 5 ㎝は２㎝より長く３㎝より短いので 352 <<  

  ②  10 ㎝は３㎝より長く４cm より短いので 4103 <<  
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